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皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
苫
小
牧

市
内
に
は
三
つ
の
精
神
科
病
院
が
あ
り

ま
す
。
私
の
勤
務
す
る
医
療
法
人
奏
和

会
苫
小
牧
緑
ヶ
丘
病
院
。
医
療
法
人
社

団
玄
洋
会
道
央
佐
藤
病
院
と
外
来
部
門

の
北
海
道
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
。

社
会
医
療
法
人
こ
ぶ
し
植
苗
病
院
と
外

来
部
門
の
柳
町
診
療
所
。

先
日
三
つ
の
病
院
が
集
ま
っ
た
研
究

会
が
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
あ
り
、
実
際
に
現
地
に
集

合
し
て
交
流
す
る
機
会
は
実
に
久
し
ぶ

り
の
こ
と
で
し
た
。

三
病
院
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自
院
の
現
状

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

苫
小
牧
緑
ヶ
丘
病
院
の
最
近
の
傾
向

と
し
て
は
、
外
来
の
新
患
で
は
う
つ
病

等
の
気
分
障
害
圏
が
最
も
多
く
て
ほ
ぼ

半
数
を
占
め
る
こ
と
、
2
0
代
3
0
代

の
若
い
方
の
受
診
が
多
い
こ
と
、
逆
に

認
知
症
で
の
受
診
は
少
な
い
こ
と
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
在
宅

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

道
央
佐
藤
病
院
は
、
理
事
長
に
就
任

さ
れ
た
新
進
気
鋭
の
佐
藤
寛
先
生
か
ら
、

日
本
の
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
て
認
知

症
の
治
療
、
介
護
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
、
そ
の
一
方
で
地
域
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
児
童
思
春
期
の
問
題
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
ご
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

柳
町
診
療
所
か
ら
は
、
リ
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
う
つ
病
等
で
長
期
に
休

職
し
た
場
合
に
、
復
職
訓
練
と
し
て
リ

ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
有

効
な
手
段
で
す
。
実
際
、
私
が
主
治
医

と
し
て
担
当
し
て
い
る
人
で
柳
町
診
療

所
の
リ
ワ
ー
ク
を
ご
紹
介
し
て
復
職
に

つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
は
多
い
で
す
。

ま
た
、
植
苗
病
院
が
移
転
し
、
機
能

を
集
約
し
た
新
病
院
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー

ウ
ト
ナ
イ
病
院
」
が
誕
生

す
る
と
い
う
ご
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
特
色
が
分
か
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
交
流
も
で
き
て
と
て
も
有

意
義
な
勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
お
互
い
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
連

携
協
力
し
な
が
ら
苫
小
牧
地
域
の
精
神

科
医
療
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
の
影
響

に
よ
り
中
止
や
縮
小
が
続
い
た
東
胆
振

精
神
保
健
大
会
で
す
が
、
今
年
は
通
常

ど
お
り
開
催
し
、
講
演
会
も
実
施
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
の
他
に
は
、

「
心
の
ア
ー
ト
展
２
０
２
３
」
受
賞
者

の
表
彰
や
受
賞
作
品
展
示
の
他
、
精

神
障
が
い
者
等
の
授
産
製
品
の
販
売

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
講
演
会
は
、
北
海
道
新
聞

な
ど
に
コ
ラ
ム
を
執
筆
さ
れ
て
い
る

香
山
リ
カ
氏
を
お
迎
え
し
、
「
コ
ロ
ナ

禍
の
前
後
で
“
心
の
問
題
”
は
変

わ
っ
た
の
か

精
神
科
医
か
ら
の
提

言」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
く

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
み

な
さ
ま
と
と
も
に
、
心
の
健
康
づ
く

り
や
精
神
保
健
福
祉
を
学
び
、
関
心

を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
令
和
５
年
度

東
胆
振
精
神
保
健
大
会
】

■
日
時

令
和
５
年
１
１
月
４
日
（
土
）

１
３
時
３
０
分
～
１
５
時
３
０
分

■
会
場

苫
小
牧
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

■
入
場
料

無
料

〈
講
演
〉

テ
ー
マ

『
コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
〟
心
の

問
題
〝
は
変
わ
っ
た
の
か

精
神
科
医
か
ら

の
提
言
』

講
師

香
山

リ
カ

氏

〈
授
産
製
品
等
販
売
〉

お
菓
子
や
パ
ン
な
ど
の
販
売
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
９
月
９
日
（
土
）
、
１
０
日

（
日）
の
日
程
で
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
苫
小

牧
に
お
い
て
「
心
の
ア
ー
ト
展
２
０
２

３」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
心
の
ア
ー
ト

展」
は
、
精
神
的
な
病
気
や
障
が
い
を
持

つ
方
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
作
品
を
一

堂
に
集
め
た
展
示
会
で
す
。
こ
の
展
示

会
は
地
域
の
み
な
さ
ま
が
、
精
神
の
病

気
や
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
事
を

目
的
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
今
年
は
普

及
啓
発
の
た
め
の
パ
ネ
ル
展
も
同
時
開

催
し
ま
し
た
。

作
品
と
一
緒
に
展
示
さ
れ
た
作
者
の

コ
メ
ン
ト
も
面
白
く
、
ど
ん
な
気
持
ち

を
込
め
て
制
作
し
た
ア
ー
ト
な
の
か
、

見
所
満
載
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

入
選
者
の
表
彰
は
令
和
５
年
１
１
月

４
日
（
土）
に
開
催
す
る
「
東
胆
振
精
神

保
健
大
会
」
に
て
行
い
、
会
場
に
作
品
を

展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

東
胆
振
精
神
保
健
協
会
に
対
し
て

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
会
員
、

個
人
会
員
の
み
な
さ
ま
、
各
市
町
さ
ま
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

４
年
度
に
会
費
を
納
入
く
だ
さ
い
ま

し
た
会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
礼
申
し

上
げ
、
団
体
会
員
さ
ま
に
つ
い
て
お
名

前
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
団
体
会
員
】

苫
小
牧
民
報
社
、
苫
小
牧
市
医
師
会
、

苫
小
牧
緑
ヶ
丘
病
院
、
植
苗
病
院
、
道

央
佐
藤
病
院
、
苫
小
牧
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
、
苫
小
牧
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
、
N
P
O
法
人
も
な
み
会
、

社
会
福
祉
法
人
緑
星
の
里
、
社
会
福
祉

法
人
せ
ら
ぴ
、
苫
小
牧
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
、
苫
小
牧
市
町
内
会
連

絡
協
議
会
、
苫
小
牧
市
商
工
会
議
所
、

北
海
道
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、

柳
町
診
療
所
、
回
復
者
ク
ラ
ブ
こ
ぶ
し

フ
レ
ン
ズ
、
回
復
者
ク
ラ
ブ
ほ
の
ぼ
の

ク
ラ
ブ
、
安
平
断
酒
会
、
む
か
わ
断
酒

会
、
新
生
樽
前
、
苫
小
牧
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
白
老
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
安
平
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
む
か
わ
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
苫
小
牧
市
、
白
老
町
、
厚
真
町
、

安
平
町
、
む
か
わ
町
、
北
海
道
精
神
保

健
協
会

【
個
人
会
員
】

５
１
名
の
個
人
会
員
の
み
な
さ
ま

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
外
見
か
ら
は

配
慮
や
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
に
く
い
方
（
義
足
や
人
工
関

節
を
使
用
し
て
い
る
方
、
内
部
障
が
い

や
難
病
の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
）
が
、

周
り
の
方
々
に
援
助
や
配
慮
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
マ
ー
ク
で
す
。

各
市
役
所
・
町
役
場
障
が
い
者
福
祉

担
当
課
、
出
張
所
の
ほ
か
、
苫
小
牧
市

内
で
は
苫
小
牧
市
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
苫
小
牧
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

無
料
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

希
望
の
方
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
マ
ー
ク
を
お
持
ち
の
方

を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
思
い
や
り
の
あ

る
行
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

か
け
は

し

東
胆
振
精
神
保
健
協
会

通
信
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□

苫
小
牧
市
（
健
康
支
援
課
）

【
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座】

苫
小
牧
市
で
は
、
心
の
健
康
づ
く
り

人
材
育
成
事
業
と
し
て
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

一
般
市
民
向
け
、
企
業
向
け
に
基
礎
編

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
既
に

受
講
さ
れ
て
い
る
一
般
市
民
の
方
や
企

業
向
け
に
、
知
識
や
技
術
の
振
り
返
り

の
た
め
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
編
も
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
殺
予
防
講
演
会】

今
年
度
は
、
札
幌
学
院
大
学
心
理
学

部
臨
床
心
理
学
科
村
澤
和
多
里
教
授
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
青
年
心
理
学

等
を
研
究
さ
れ
て
お
り
、
今
を
生
き
る

若
者
の
困
難
さ
や
生
き
づ
ら
さ
に
つ
い

て
ご
講
演
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
も
可
能
で
す
。

日
時

９
月
３
０
日
（
土）

１
０
時
～
１
１
時
半

場
所

苫
小
牧
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

定
員

会
場
１
０
０
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
１
０
０
名

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
電
子
申
請

（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

【
こ
こ
ろ
の
相
談
日】

眠
れ
な
い
、
気
分
が
落
ち
込
む
な
ど

こ
こ
ろ
の
不
調
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
？
ま
た
、
依
存
症
の
問
題
に
つ
い
て

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家

族
な
ど
か
ら
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
１
水
曜
日

９
時
～
１
６
時

場
所

健
康
支
援
課

申
込
方
法

相
談
の
３
日
前
ま
で
に

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
予
約

電
話

０
１
４
４
（
３
２）
６
４
１
０

メ
ー
ル

（
健
康
こ
ど
も
部
健
康
支
援
課）

□

苫
小
牧
市
（
障
が
い
福
祉
課
）

【
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動（
研
修）
】

あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
は
、
様
々
な
障

が
い
特
性
を
理
解
し
て
、
障
が
い
の
あ

る
人
に
温
か
く
接
し
、
困
っ
て
い
る
と

き
に
は
〟
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
〝
や

配
慮
を
実
践
す
る「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
育
成
す
る
運
動
で
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
あ
た
た
か
な
気
持
ち
で
支
え
合
う

あ
い
サ
ポ
ー
ト
の
こ
こ
ろ
を
も
っ
て
行

動
す
る
子
ど
も
た
ち
を
「
あ
い
サ
ポ
ー

ト
キ
ッ
ズ」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

苫
小
牧
市
で
は
、「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
」
を
受
講
さ
れ
た
方
を
あ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
ま
た
は
あ
い
サ
ポ
ー
ト
キ
ッ

ズ
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
、
１
２
の
障
が
い
に
つ
い

て
学
ぶ
と
と
も
に
、
簡
単
な
手
話
の
体

験
を
し
て
い
た
だ
き
、
終
了
後
に
は
、

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
バ
ッ
ジ（
子
供
は
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー）
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
８
月
時
点
で
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
の
登
録
人
数
は
２
８
０
０
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
を
し

て
共
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

広
報
と
ま
こ
ま
い
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

定
員

各
回
１
５
名

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

電
話

０
１
４
４
（
３
２）
６
３
５
６

メ
ー
ル（

福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
）

□

白
老
町

【
健
康
相
談】

保
健
師
に
よ
る
、
来
所
や
電
話
・

メ
ー
ル
で
の
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。
来
所
さ
れ

る
場
合
は「
事
前
連
絡
」
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
母
子
手
帳
交
付
時
や
乳
幼
児

健
診
・
保
健
指
導
場
面
な
ど
の
保
健
事

業
で
関
わ
っ
た
方
の
中
で
、
必
要
な
方

へ
継
続
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示】

自
殺
予
防
週
間
（
９
月
）
と
自
殺
対
策

強
化
月
間（
３
月）
に
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲

示
予
定
で
す
。

【
職
員
向
け
動
機
付
け
研
修
会】

新
規
採
用
職
員
研
修
会
で
、
町
新
規

採
用
職
員
を
対
象
と
し
た
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
等
に
関
す
る
内
容
の
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

□

安
平
町

安
平
町
で
は
、
令
和
４
年
度
に
住
民

の
方
へ
の「
こ
こ
ろ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
、

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
活
動
と
し
て
は
、
引

き
続
き
住
民
の
方
を
対
象
と
し
た「
こ

こ
ろ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
年
度

末
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ
て

広
報
に
啓
発
記
事
を
掲
載
予
定
で
す
。

ま
た
、
個
別
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
に
対
し
て
は
随
時
、
保
健
師
や
心
理

士
に
よ
る
個
別
相
談
や
訪
問
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
の
健
康
福
祉

課
へ
ご
連
絡
を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

□

厚
真
町

平
成
３
０
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

か
ら
今
年
で
５
年
を
迎
え
ま
す
。
厚
真

町
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
の
こ
こ
ろ
の

健
康
状
態
を
確
認
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

令
和
元
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
も
今
年
で
5
回
目
に
な
り
ま

す
が
、
今
も
な
お
苦
痛
を
抱
い
て
い
る

方
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
方
へ
の
支
援
と
し
て
、
保
健
師
や

□

む
か
わ
町

胆
振
東
部
地
震
か
ら
５
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
む
か
わ
町
で
は
、

被
災
後
よ
り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

対
策
に
重
点
を
お
き
、
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

【
こ
こ
ろ
の
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト】

昨
年
度
よ
り
、
う
つ
ハ
イ
リ
ス
ク
者

の
抽
出
を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
町
の
健

康
診
断
対
象
を
３
０
歳
以
上
の
国
保
加

入
者
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
も
よ
り

若
年
層
へ
と
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
と
な
っ
た
方

へ
は
、
保
健
師
が
身
近
な
相
談
先
等
の

臨
床
心
理
士
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

今
に
な
っ
て
よ
う
や
く
抱
え
る
思
い
を

話
す
こ
と
が
出
来
る
方
も
お
り
、
被
災

に
よ
っ
て
負
っ
た「
こ
こ
ろ
の
ケ
ガ
」
は

と
て
も
深
い
も
の
な
の
だ
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
厚
真
町
は
今
後
も
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
弱
め
る
こ
と
な
く
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
厚
真
町
で
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
当
初
の
計
画
通
り
に
は
実
施
で

き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
度
は
多
く
の
町
民
の
方
が
受
講
さ

れ
、
精
神
保
健
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
考
え

が
町
に
浸
透
し
、
「
み
ん
な
で
い
の
ち
支

え
る
厚
真
町
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

情
報
提
供
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別

相
談
に
つ
な
い
で
い
ま
す
。

【
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座】

こ
れ
ま
で
、
町
職
員
や
民
生
児
童
委

員
を
対
象
に
、
養
成
講
座
を
開
催
し
、

昨
年
度
は
、
一
般
町
民
向
け
に
開
催
し

ま
し
た
。
講
座
は
受
講
者
か
ら
毎
回
好

評
で
、
今
後
も
継
続
し
て「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」
を
養
成
し
、
た
く
さ
ん
の
方
に

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
地
域
で
お
互
い
に
気
づ
き
、

見
守
り
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

kenkosien@
city.tom

akom
ai.hokkaido.jp

syogaifukusi@
city.tom

akom
ai.hokkaido.jp

東
胆
振
精
神
保
健
協
会
入
会
の
ご
案
内

本
会
は
、
東
胆
振
地
域
（
苫
小
牧
市
、
白

老
町
、
厚
真
町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町）
に
お

住
ま
い
の
方
の
精
神
保
健
に
関
す
る
知
識

の
啓
発
に
努
め
、
精
神
的
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
普
及
啓
発
を

目
指
し
た「
精
神
保
健
大
会」
の
開
催
、
機
関

誌
「
か
け
は
し」
の
発
行
、
こ
こ
ろ
の
病
気
や

障
が
い
を
持
っ
た
方
々
の
社
会
参
加
や
地

域
住
民
へ
の
理
解
促
進
を
目
指
し
た
「
心
の

ア
ー
ト
展」
の
開
催
な
ど
、
毎
年
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
是
非

一
緒
に
活
動
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

会
費（
年
額
）

個
人
会
員

一
口

１
，
０
０
０
円

団
体
会
員

一
口

５
，
０
０
０
円

ゲートキーパー養成講座の様子（厚真町）

ゲートキーパー養成講座の様子（むかわ町）
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７
月
２
９
日
か
ら
３
０
日
ま
で
苫
小

牧
市
の
北
洋
大
学
で
障
が
い
児
の
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル「
い
け
ま
ぜ
夏

フ
ェ
ス
２
０
２
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「

障
が
い
が
あ
る
者
も
な
い
者
も
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
」
を

テ
ー
マ
に
１
９
９
７
年
か
ら
続
く
イ
ベ

ン
ト
で
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
」
に
よ
る
中
止
を
経
て
４
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

か
け
は
し
編
集
部
で
は
、
主
催
者
で

あ
る
N
P
O
法
人
に
わ
と
り
ク
ラ
ブ
理

事
の
加
藤
久
美
子
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん
で
自
ら
も
身
体
に
障
が
い
を
有
す
る

剛
さ
ん
に
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
た
思
い
等

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
「
い
け
ま
ぜ
」
に
つ
い
て】

□
久
美
子
さ
ん

現
在
、
と
ま
こ
ま
い
脳
神
経
外
科
等

で
勤
務
さ
れ
て
い
る
高
橋
義
男
先
生

（
に
わ
と
り
ク
ラ
ブ
理
事
長）
が
、
自
ら

手
術
を
し
て
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
の
命
を
救
っ
て
も
、
彼
ら
が
社
会
に

出
る
こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
、
親
も
外

に
出
ら
れ
ず
に
家
庭
に
こ
も
っ
て
し
ま

う
状
況
だ
っ
た
の
を
目
に
し
て
、
「
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
一
緒
に
何
か
し
よ

う
」
と
声
を
か
け
て
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
資
金
も
な
い
た
め
寄
付
で
賄

い
、
支
援
学
校
の
教
師
や
医
師
ら
を
集

め
て
集
ま
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

こ
の
活
動
か
ら「
障
が
い
児
を
連
れ
て

の
活
動
で
も
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
親
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

【
開
催
時
期
に
つ
い
て）

□
久
美
子
さ
ん

毎
年
イ
ベ
ン
ト
が
夏
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
が
診
て
亡
く
な
っ
た

子
ど
も
（
患
者
）
た
ち
も
お
盆
に
戻
っ
て

き
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
高
橋
先
生

の
強
い
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
そ

の
た
め
、
毎
回
、
北
海
盆
唄
や
各
地
域

の
盆
踊
り
を
す
る
と
い
う
の
も
先
生
の

強
い
希
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
開
催
に
向
け
た
思
い
に
つ
い
て】

□
剛
さ
ん

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
好
き
に
自
由
に
し
た
い
一
方
で
、

「
障
が
い
が
あ
る
人
に
は
無
理
だ
」
、
「
や

め
と
い
た
方
が
い
い
」
等
の
声
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

法
律（
障
害
者
差
別
解
消
法）
等
の
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
進
ん
で
も
、
障
害
を

持
つ
人
た
ち
に
は
、
し
て
み
た
い
取
り

組
み
を
実
際
に
は
さ
せ
て
も
ら
え
な
い

現
状
が
ま
だ
あ
り
ま
す
。

□
久
美
子
さ
ん

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
づ
く
り
が
進

ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
に「
合
理
的
配
慮
」
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
高
橋
先
生
は
常
々
テ
レ
ビ
で

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

「
思
い
や
り」
の
問
題
だ
と
話
し
て
い
ま

す
。

福
祉
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
参
加
者
に
な
っ
た
２
４
年

前
は
、
働
き
な
が
ら
活
動
す
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
、
ま
だ
仕
事
を
し
て
い
な

か
っ
た
私
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め

の
自
治
体
説
明
も
早
く
か
ら
行
っ
て
い

ま
し
た
。

最
初
は
自
分
も
あ
く
ま
で「
い
ち
母

親
」
と
し
て
の
関
わ
り
で
、
自
治
体
が
ダ

メ
だ
と
言
っ
た
ら
ダ
メ
（
で
き
な
い）
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
、
障
が
い
者
は
温
泉
に
入

る
機
会
が
な
い
の
で
入
れ
て
あ
げ
よ
う

と
考
え
、
自
治
体
の
担
当
者
も
賛
同
し

て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
直
前
に
な
っ

て
ほ
か
の
客
が
い
る
か
ら
ダ
メ
だ
と
い

う
話
に
な
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。

「
町
が
言
う
の
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と

一
度
諦
め
ま
し
た
が
、
高
橋
先
生
か
ら

「
あ
な
た
の
後
ろ
に
は
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
と
そ
の
親
が
い
る
。
ど
う
し

て
簡
単
に
引
き
下
が
る
。
」
と
叱
ら
れ
、

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
は
、
家
族
以
外

と
ほ
と
ん
ど
交
流
が
な
く
、
社
会
か
ら

孤
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
で
、
１

９
８
０
年
代
ご
ろ
か
ら
社
会
問
題
と
し

て
し
ば
し
ば
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

苫
小
牧
保
健
所
で
は
ひ
き
こ
も
り
者

の
家
族
か
ら
の
相
談
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、
H
1
5
年
に
親
同
士
同
じ
悩
み
を

話
し
た
り
関
わ
り
方
を
学
び
合
う
機
会

と
し
て
家
族
の
会
を
開
催
。
そ
の
後
参

加
し
て
い
た
親
が
家
族
の
会
を
引
き
継

ぎ「
ま
ゆ
だ
ま
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現

在
も
自
主
活
動
組
織
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

「
ひ
き
こ
も
り
」
は
本
人
だ
け
で
な
く
、

親
も「
育
て
方
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で

は
」
と
自
責
し
た
り
、
将
来
の
不
安
を
抱

え
る
な
ど
、
誰
に
も
相
談
出
来
ず
閉
じ

こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
た
ち
だ
け
で
抱
え
込
ま
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
同
じ
経
験
を
し

て
い
る
人
と
安
心
し
て
思
い
を
話
す
こ

と
は「
気
持
ち
が
軽
く
な
り
」
、
他
の
人
の

話
を
聞
く
こ
と
で「
対
応
の
参
考
に
な

る
」
な
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
が
そ

の
ま
ま
中
年
に
な
り
親
も
高
齢
と
な
る

こ
と
で
、
収
入
や
介
護
な
ど
で
親
子
と

も
に
生
活
が
困
難
に
な
る「
８
０
５
０
問

題
」
が「
ま
ゆ
だ
ま
の
会
」
で
も
話
題
に
上

が
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
は
そ
の
課
題

に
先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
関
係
機

関
か
ら
講
師
を
招
き
、
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
例
会
の
中
で
勉
強
会

を
予
定
す
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展

開
中
で
す
。

現
在「
ま
ゆ
だ
ま
の
会
」
は
月
１
回
、
第

３
金
曜
日
午
後
１
３
時
３
０
分
か
ら
苫

小
牧
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
例
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
苫
小
牧
市
民
に
限
ら

ず
、
近
隣
の
町
か
ら
の
参
加
も
可
能
で

す
。

ひ
き
こ
も
り
者
、
家
族
が「
安
心
し
て

話
せ
る
場
」
・
「
元
気
に
な
れ
る
場
」
・
「

関
係
す
る
情
報
を
得
ら
れ
る
場
」
で
あ
る

の
が「
ま
ゆ
だ
ま
の
会
」
で
す
。
見
学
も
可

能
で
す
。
今
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
ぜ
ひ

一
度
例
会
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

希
望
の
方
は
、
苫
小
牧
保
健
所
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
「
剛
の
母
」
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、「
障
が
い
を
持
つ
子
と
そ
の
親

を
代
表
し
て
」
取
り
組
む
と
考
え
を
変

え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
こ
と
な
ら
簡
単
に
諦
め
て
も
、

人
の
た
め
に
す
る
こ
と
は
簡
単
に
諦
め

ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

□
剛
さ
ん

自
分
は
２
６
年
間
、「
い
け
ま
ぜ
」
に

多
く
を
支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
も
今
も
、
家
族
を
含
め
て
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
か
ら
生
き
る
力
を

あ
た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
分
は
当
事
者
と
し
て
周
囲
か
ら
い

ろ
い
ろ
言
わ
れ
た
り
、
腫
れ
物
に
触
れ

る
よ
う
に
変
な
目
で
見
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
、
心
の
中
で
そ

う
し
た
こ
と
に
何
か
感
じ
て
も
冷
静
に

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
う
し
て
立
ち
向
か
え
る
力
は「
い

け
ま
ぜ
」
で
の
い
ろ
ん
な
こ
と
の
お
か

げ
で
備
わ
っ
た
と
思
う
し
、
そ
の
力
を

自
分
よ
り
年
上
の
人
、
同
期
や
後
輩
に

も
返
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
以
上
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー）

障
が
い
の
種
別
や
有
無
、
子
ど
も
と

大
人
の
違
い
を
問
わ
ず
、
多
く
の
方
々

の
参
加
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

次
回
令
和
６
年
度
に
は
、
富
良
野
市

で
の
開
催
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

開
催
に
向
け
た
情
報
は
、
い
け
ま
ぜ

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
確
認
く
だ
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ）
に
わ
と
り
ク
ラ
ブ）

「いけまぜ夏フェス２０２３」での催し物の様子

https:// い
け
ま
ぜ

.jp

時　間 会　場

　９月１５日（金）

１０月２０日（金）
１１月１７日（金）

１２月１５日（金）

　１月１９日（金）

　２月１６日（金）

　３月１５日（金）

苫小牧市
市民活動
センター

13：30

から

16：30

日　程

２０２４年

２０２３年

まゆだまの会（２０２３年度）

連絡先：苫小牧保健所健康推進課健康支援係

（ＴＥＬ：０１４４－７７－９９３４）
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こ
の
度
の
大
雨
災
害
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
遺
族
の
み
な
さ
ま
に
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

２
０
１
８
年
９
月
６
日
夜
中
の
３
時

７
分
。
突
然
下
か
ら
つ
き
あ
げ
る
よ
う

な
ど
ん
っ
と
し
た
揺
れ
の
あ
と
し
ば
ら

く
続
い
た
地
震
。
そ
の
数
分
も
経
た
な

い
う
ち
に
始
ま
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。

パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
主
人
が
声
を
か

け
て
く
れ
、
な
ん
と
か
持
ち
直
し
た
。

う
ち
は
、
太
陽
光
発
電
で
蓄
電
機
が
あ

り
、
蓄
電
池
に
切
り
替
え
て
Ｔ
Ｖ
を
つ

け
た
。
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
Ｔ
Ｖ

が
教
え
て
く
れ
た
。
ラ
イ
ン
で
家
族
と

連
絡
を
と
り
、
避
難
し
て
き
て
も
ら
っ

た
。
実
家
は
か
な
り
の
食
器
棚
か
ら
の

落
下
物
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

人
が
い
る
と
安
心
で
き
た
。
明
る
く
な

っ
て
か
ら
連
絡
の
つ
か
な
い
友
人
の
安

否
確
認
が
て
ら
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

を
配
っ
て
回
っ
た
。
停
電
で
信
号
も
つ

い
て
い
な
い
。
か
な
り
徐
行
運
転
で
行

動
し
て
い
た
と
記
憶
に
あ
る
。
私
は
動

く
こ
と
で
な
ん
と
か
平
常
心
を
保
っ
て

い
た
が
、
停
電
は
４
５
時
間
に
及
ん
だ
。

電
気
が
復
旧
し
た
時
の
安
堵
感
は
今
で

も
忘
れ
な
い
。
こ
れ
が
、
昼
間
な
ら
？

家
族
が
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
時

な
ら
？
考
え
た
だ
け
で
恐
ろ
し
い
。
で

も
、
常
日
頃
の
安
否
確
認
の
方
法
、
集

合
場
所
な
ど
、
今
一
度
、
家
族
と
話
し

合
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま

す
。
こ
の
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
４
４

名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
北
海
道
労
働
局
と
北
海
道
保

健
福
祉
部
の
指
定
を
受
け
、
運
営
し
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
東
胆
振

日
高
管
内（
１
市
１
１
町
）
に
お
住
ま
い

で
障
が
い
を
お
持
ち
に
な
り
、
就
職
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
や
、
す
で
に
働
い

て
い
て
も
支
援
が
必
要
な
方
。
ま
た
、

そ
の
ご
家
族
や
福
祉
事
務
所
、
雇
用
さ

れ
て
い
る
企
業（
雇
用
を
検
討
し
て
い

る
企
業
）
か
ら
の
ご
相
談
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

他
に
も
、
障
が
い
者
雇
用
の
普
及
の

た
め
に
企
業
セ
ミ
ナ
ー
や
、
障
が
い
者

雇
用
支
援
地
域
合
同
会
議
を
開
催
し
て

お
り
、
地
域
で
の
障
が
い
者
雇
用
の
普

及
や
支
援
体
制
の
連
携
強
化
の
た
め
の

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ
の
支
援
と

し
て
は
大
き
く
分
け
て
、
就
業
支
援
と

就
業
に
伴
う
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て

の
助
言
の
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

就
業
支
援
は
、
就
職
に
向
け
た
準
備

支
援
や
職
場
実
習
の
斡
旋
、
職
場
定
着

支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
聞
き
取
り
を
行
い
相

談
者
の
現
状
等
を
把
握
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
相
談
者
の
希
望
を
尊
重
し
な
が
ら

支
援
の
方
針
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

一
連
の
流
れ
を
説
明
す
る
と
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
お
仕
事
探
し

を
行
い
、
気
に
な
る
求
人
は
見
学
を
行

い
ま
す
。
相
談
者
と
企
業
側
の
双
方
が

希
望
す
る
場
合
は
３
～
５
日
程
度
の
職

場
実
習
に
進
み
ま
す
。
実
際
の
お
仕
事

に
近
い
作
業
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、

職
場
の
雰
囲
気
も
含
め
て
体
感
し
て
い

た
だ
い
た
上
で
応
募
す
る
か
否
か
を
判

断
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
面

接
等
を
行
い
合
否
が
決
ま
り
ま
す
。

職
場
定
着
支
援
は
、
相
談
者
と
企
業

の
間
に
立
ち
円
滑
に
業
務
が
出
来
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。

就
業
に
伴
う
生
活
上
の
問
題
に
つ
い

て
の
助
言
は
、
日
常
生
活
・
地
域
生
活

に
関
す
る
助
言
、
生
活
習
慣
の
形
成
、

健
康
管
理
・
金
銭
管
理
等
の
日
常
生
活

の
自
己
管
理
に
関
す
る
助
言
、
住
居
・

余
暇
活
動
な
ど
地
域
生
活
、
生
活
設
計

に
関
す
る
助
言
を
行
い
ま
す
。

ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
相
談
支
援
事

業
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
就
労
系
事

業
所
、
市
町
役
所
障
が
い
福
祉
担
当
課

な
ど
と
の
連
絡
調
整
も
行
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
事
業
を

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
共
は
相

談
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
心
が
け
て

お
り
、
「
働
き
た
い
」
気
持
ち
を
尊
重
し

な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

障がい者就業・生活支援センターかけはし外観

２
０
１
８
年
９
月
に
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。

植
苗
病
院
は
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た

厚
真
町
、
む
か
わ
町
、
安
平
町
の
３
町

か
ら
一
番
近
い
精
神
科
病
院
で
す
。
被

災
後
、
早
期
か
ら
保
健
師
が
各
家
を
周

り
精
神
科
の
受
診
が
必
要
な
方
が
い
れ

ば
受
診
、
時
に
は
入
院
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
よ
う
に
調
整
を
行
い
、
地
域

と
の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
と
し
て
の
動
き
だ
け
で

は
な
く
、
各
職
種
が
専
門
職
団
体
と
協

力
し
な
が
ら
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
と
し
て
医
師

と
看
護
師
が
派
遣
さ
れ
、
む
か
わ
町
に

て
精
神
面
に
不
調
が
あ
る
方
を
対
象
に

相
談
を
受
け
、
相
談
者
の
体
調
や
困
り

ご
と
な
ど
の
話
を
聞
き
、
必
要
が
あ
れ

ば
医
療
に
つ
な
げ
る
と
い
う
役
割
を
担

い
ま
し
た
。

作
業
療
法
士
は
北
海
道
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
協
会（
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
・

ハ
ー
プ）
と
し
て
自
主
サ
ー
ク
ル
の
立
ち

上
げ
事
業
と
自
主
サ
ー
ク
ル
の
定
着
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

週
１
度
、
役
場
な
ど
の
１
室
を
借
り

て
健
康
教
室
を
開
催
し
、
そ
の
会
を
通

じ
て
参
加
住
民
の
方
に
減
災
や
介
護
予

防
の
知
識
を
伝
え
、
自
分
が
健
康
に
な

る
た
め
、
さ
ら
に
周
り
の
人
も
健
康
に

な
る
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か

を
一
緒
に
考
え
実
践
し
て
い
く
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

精
神
保
健
福
祉
士
は
北
海
道
精
神
保

健
福
祉
士
協
会
を
通
し
て
、
厚
真
町
、

む
か
わ
町
を
全
戸
訪
問
し
、
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
必
要
な
資
源
に
つ
な
げ
る
と

い
う
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
震
災
前
か
ら
問
題
を
抱
え

て
い
た
一
家
や
震
災
に
よ
っ
て
不
安
感

や
不
眠
が
出
現
し
て
い
る
方
が
お
り
、

地
元
保
健
師
と
情
報
共
有
を
行
い
、
継

続
し
た
訪
問
や
必
要
と
あ
れ
ば
受
診
等

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

病
院
と
し
て
は
積
極
的
に
受
け
入
れ

を
行
う
こ
と
、
各
専
門
職
そ
れ
ぞ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
て
被
災

者
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
震
災
の
支

援
を
通
し
て
多
職
種
と
の
連
携
、
病
院

と
地
域
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
い
つ
震

災
が
お
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
顔
が

見
え
る
関
係
を
構
築
し
て
、
何
か
起

こ
っ
た
際
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
支
援
や
協

力
体
制
が
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

心のアート展 作品制作の様子
毎
度
様
の
Ｒ
．
Ｏ
で
す
。

な
ん
と
言
っ
て
も
こ
の
夏
は
苫
小
牧

に
珍
し
く
猛
暑
！
気
温
３
０
度
っ
て
何

事
か
と
、
扇
風
機
フ
ル
活
用
で
も
追
い

つ
か
な
い
こ
の
暑
さ
で
寝
苦
し
い
日
々

を
過
ご
し
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
暑
い
夏
、
苫
小
牧
港
ま
つ

り
で
今
年
は
盛
大
に
８
千
８
百
発
も
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
ま
し
た
ね
。
皆
さ

ん
は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
暑
い
夏

も
終
わ
り
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
秋
・

冬
が
や
っ
て
き
ま
す
。
夏
が
こ
れ
だ
け

暑
か
っ
た
の
で
冬
を
想
像
す
る
と
ち
ょ

っ
と
怖
い
な
ぁ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
体
調
に
は
気
を
付
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

か
け
は
し
担
当
Ｒ
．
Ｏ


